
評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
力
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る
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育
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　

Ⅰ
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
力
あ
る
教
育

整
備

、
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実
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た
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　

Ⅰ
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教
育

評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　

Ⅰ
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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盤
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む
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
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Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
力
あ
る
教
育

整
備

、
充
実

自
立
し
た
社
会
人

、
職
業
人
を

育
む
教
育
の
推
進

１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
力
あ
る
教
育

整
備

、
充
実

自
立
し
た
社
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育
む
教
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　

Ⅰ
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評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
力
あ
る
教
育

整
備

、
充
実

自
立
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た
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を

育
む
教
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　

Ⅰ
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教
育

評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。

No.1



3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3

魅
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。

育
を
支
え
る
体
制
や
環
境
の
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評価 総合評価

１ 学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育
を推進する。
・地域の物的、人的教育資源の有効活用
（各学年：年５回以上）
・家読（うちどく）の奨励
・保護者との協働による生活リズムの推進

　町人材（財）バンクを
活用し、特色ある教育
活動を推進する。
　保護者と連携し、家
庭読書習慣や家庭生
活習慣の形成に向け
た働きかけを継続す
る。

3

○　参観日の出席率（４月：９０％、７月７８％、９月８６％、１１月９９％、１２月７５％、
　１月７８％）
●　７月の参観日の出席率が低かった。大雨の影響かもしれない。
○　学校支援地域本部事業を充実させるため、町教育委員会・学校支援コーディ
　ネーターとの連携を図っている。
○　子ども見守り隊連絡会を毎月第一火曜日に実施、応援隊ボランティア募集及
　び川南小人材活用年間指導計画を作成中。
○　家庭読書充実の働きかけ（教職員による評価：肯定的回答８６％→９１％）
○　保健室発行の「すこやかだより」やＰＴＡ新聞で「早寝早起き朝ごはん」に関す
　る資料を提示することで、啓発を図っている。
○　２か月に１回の割合で健康生活週間を設定し、生活リズムを意識するように指
　導している。また、その結果を給食時間の放送で報告することにより、児童への
　意識付けと励みになっている。

２ 家庭や地域の教育力の向上に努める。
・学級懇談会等の充実（年６回）

　学級懇談会の内容
を工夫したり、家庭・

○　学級懇談会の出席率（４月：６５％、９月６１％、１２月４２％）
○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７

結果の考察・分析及び改善策等自己評価項目 方策・手立て

平成２７年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）　

Ⅰ
 

町
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
教
育

評価指標及び具体的目標

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

No.1

・学級懇談会等の充実（年６回）
・家庭・地域との連携による登校指導　（ＰＴＡ登校
指導：年３回）
・家庭教育学級の活性化

を工夫したり、家庭・
地域との連携による
活動を呼び掛けたり
するなど、保護者との
信頼関係に努める。

3

○　保護者の要望等を考慮し、学級懇談会の実施回数を６回から４回に変更した。そして、７
　月参観日には、地区懇談会とＰＴＡ心肺蘇生法講習会を実施した。地区懇談会では、「児
　童の自転車乗車時のヘルメット義務化」について話合い、ＰＴＡ全体で義務化を推進して
　いくことで子どもの安全を確保していくことを確認することができた。１月の参観日には、Ｐ
　ＴＡ教育講演会として、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し、情報モラル教育を保護者と
　連携して考える機会を設けることができた。
○　ＰＴＡによる登校指導を６月、９月、１月に実施した。１１月のふれあい参観日には、親子
　登下校を実施した。
○　家庭教育学級は計画的に実施。

３ 開かれた学校づくりを推進する。
・組織としての学校運営の活性化
（各部実効策の活用と評価結果を年２回の学校関係者
評価委員会に反映する）
・学校評価を生かした教育課程の改善
（児童・保護者アンケートの実施と結果を年２回の学校
関係者評価委員会に反映する）
・積極的な情報発信　　（学校だより、ホームページ、安
心メール等による保護者への発信）
・オープンスクールの実施

　組織としての学校運
営に努めるとともに、
適切な評価結果を改
善に生かし積極的な
情報発信に努める。

3

○　組織的な分掌・学年運営（教職員による評価：肯定的回答９６％→１００％）
○　教職員による評価を基に、校務部会で各部の実効策について課題と改善策を確認し、
　教育課程実施の改善に努めている。
○　教職員による評価・児童及び保護者アンケートを７月、１２月に実施した。
○　学校だよりを月１回発行、ホームページは１学期中に５回記事掲載、安心メールは、
　台風接近時等臨時に発信してきた。また、児童作品を新聞社へ積極的に投稿し、１月
　１５日現在、３０作品掲載されている。
●　ホームページの記事掲載は、現在のシステムでは掲載作業に手間がかかるため、掲
　載頻度が低い。２８年度は、掲載作業に手間のかからないシステムに変更してより多く
　の記事を掲載していけるようにしていく。
○　オープンスクールは、１１月１５日（日）のふれあい参観日に実施し、地域人材を活用し
　た授業を展開したり、ＰＴＡが調理した川小鍋を親子で食べたりと、充実した参観日となっ
　た。
○　新入学児保護者、幼保職員への授業参観の案内。
○　幼保職員へのフリー参観を実施。
○　保小連携研修会（８月）を実施。

１ 確かな学力を育む教育を推進する。

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。 　学年主任会を核とし ○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎

育
の
推
進

Ⅱ
　

3

(1) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。
・「がってんタイム」の計画的な運用と評価
・家庭と連携した学習指導の充実（家庭学習の手
引きの活用）
・単元テスト８０％以上の定着とＣＲＴ調査の全国平
均達成

　学年主任会を核とし
た学力向上の取組に
ついて、学年に応じた
系統的な指導を具体
的に行うことにより、基
礎基本の確実な定着
を図る。

3

○　学年主任会を定期的に開催し、各学年での課題等を出し合い、学校全体として、基礎
　的・基本的な内容を確実に定着させるための取組を検討することができた。
○　朝の「がってんタイム」は、１０分間の短い学習時間ではあるが、学年で実施内容を具体
　的に検討し、共通のプリント等を実施するなどして計画的な運用がなされた。
○　秋田県の小学校の学校経営を参考に、本校でこれから取り組むことを検討・協議して、
　具体的に「何を」「どのように」指導していくか話合い、実践につなげている。
○　９月に実施された「みやざき小中学校学習状況調査：５年生」では、４教科全てで県平均
　を上回った。また、単元テストの平均が各学級とも８０％を上回っており、学力向上に向け
　た取組の成果が出てきている。
　

(2) 望ましい学習習慣を身に付けさせる。【小中連携項
目】
・予鈴着席、チャイム黙想の徹底
・話を聞く態度の育成（立腰指導の重視）

　望ましい学習習慣
の形成のため、町ＮＦ
教育研究会と連携し
た取組を推進する。 3

○　基本的な学習習慣を身に付けさせるために、１学期は「聞くこと」に絞って指導
　を徹底してきた。その具体的取組の一つとして行った読書アニマシオンでは、児
　童が真剣に聞く姿勢が見られた。２学期「話すこと」、３学期「書くこと」について
　は、それぞれの指導のポイントを示した掲示物を作成・活用し、各学級で指導し
　た。
●　児童の立腰の必要性を高めるために、「腰骨を立てる」（詩）を声に出して読ま
　せる場を設けることで、必要性を理解させている。
●　予鈴の有効的な活用を全校的に取組む必要がある。

(3) 読書指導を充実する。（読書への関心を高める工夫）
・おすすめの本の紹介
・朝の読書や読み聞かせ
・ファミリー読書
・多読賞
・読書習慣の定着（朝の読書、地域や児童相互の読み
聞かせ等）

　司書教諭を中心とし
た読書指導の充実を
図るとともに、学校図
書館と公立図書館と
の連携を通して、多様
な読書活動を推進す

3

○　ファミリー読書に合わせて、学級単位でのリレー家読を実施した。保護者から「普段手に
　しない本を読むことができた。」という声が多く聞かれた。また、児童に読んでほしいジャン
　ルをビンゴ形式にして、楽しみながら読書に親しむ工夫により、読書への興味関心を高め
　ることができた。
○　地域の読み聞かせボランティア（あけぼの会）の協力による読み聞かせや高学年の児童
　による読み聞かせ、教師による読み聞かせなど、さまざまな読み聞かせの工夫により、朝
　の読書の充実を図ることができた。
○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
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3

聞かせ等）
・ファミリー読書の推進（ファミリー読書カードの活用、町
立図書館との連携等）

な読書活動を推進す
る。

○　町立図書館の本を定期的に借入れ、教室に常設しておくことで、休み時間等に気軽に
　読書に親しむ環境を整えることができた。
●　貸し出し数を増やす手立てを講じる必要がある。（教職員による評価：９１％→８３％）

2 豊かな心を育む教育を推進する。
(1) 生徒指導の三機能(自己存在感、共感的な人間関

係、自己決定の場)を生かした教育活動を推進す
る。【小中連携項目】
・教育相談アンケート（毎月）によるいじめ等の早期
発見
・えがお推進委員会（毎月）による児童の共通理解

　教育相談やえがお
推進委員会を通し
て、悩みやいじめ等
の早期発見や児童理
解に基づく積極的な
生徒指導の充実を図
る。

3

○　学校に行くのが楽しいと感じている児童（児童の自己評価：肯定的回
　答９４％→９３％、保護者による評価：肯定的回答９３％→９１％）生徒指
　導の三機能を意識した指導が実践されているからだと考える。
○　教育相談の充実（教師による評価：肯定的回答１００％→１００％）
○　いじめ・不登校アンケートを毎月実施した後、教育相談の時間を設定
　し、その都度、問題を解決している。

(2) 教児同行「共汗・協働」を推進する。
・ボランティア活動、あいさつ運動の推進
・縦割り清掃、無言清掃の徹底

　教児同行「共汗・協
働」による奉仕の心や
思いやりの心を育むと
ともに、青少年赤十字
の態度目標「気づき・
考え・実行する」を推
進する。

3

○　毎週火曜日を「あいさつ運動の日」として取り組んでおり、元気
　なあいさつを意識する児童が増えてきている。
○　清掃時には、清掃場所まで速やかに移動してのチャイム黙想
　や無言清掃の意識が定着している。

(3) 人権に配慮した教育を推進する。
・道徳の授業の充実と地域への授業の公開（１２
月）

　人権教育担当や道
徳教育推進教師を中
心に、豊かな心を育

○　１２月の参観日の参観授業は、全学年・全学級で道徳または人権
　教育にかかわる授業を公開した。

3

月）
・人権教育研修の充実（年３回）

心に、豊かな心を育
む研修を充実させる。 3

　教育にかかわる授業を公開した。
○　人権教育研修会を年３回実施し、教師の人権感覚を高めている。
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3 健やかな体を育む教育を推進する。
(1) 体育科授業の充実を図る。【小中連携項目】

・体力向上プランに基づく個や集団に応じた体力
づくり
・体力向上週間の計画的実施(持久走や縄跳び運
動)

　体育科の授業を重
視するとともに、体力
向上週間における取
組を充実させる。
　外遊びの奨励や体
力テストの結果を生か
した取組を通して、体
力向上への意識付け
を図る。

3

○　教科体育指導の充実（教職員による評価：肯定的回答１００％
　→１００％）
○　体育実技研修会を８月・９月に計３回実施。
○　本年度の体力テストの結果は、男女とも目標値を上回るよい
　結果となった。
　Ａ・Ｂ判定の目標値３５％以上　Ｄ・Ｅ判定の目標値３０％以下
　男子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５６名（２９％）から２７年度８２名（３５％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度８４名（４２％）から２７年度６９名（２９％）へ減少
　女子　Ａ・Ｂ判定　２６年度５５名（２２％）から２７年度８９名（３８％）へ上昇
　　　　　Ｄ・Ｅ判定　２６年度１０２名（４０％）から２７年度６７名（２８％）へ減少

(2) 食に関する指導を推進する。
・「早寝、早起き、朝ご飯」の実践と生活習慣の確立
・「すくすくみやざき食育推進事業」の充実

　学校保健委員会と
連携した指導を推進
する。
　年３回の弁当の日の
実施に合わせ、事前
指導の充実を図る。

3

○　学級活動での指導や、５・６年の家庭科・調理実習で栄養教諭との
　ＴＴ授業を行うなど、食に関する指導の充実を図っている。
○　栄養教諭を中心として、「すくすくみやざき食育推進事業」の充実を
　図っている。
○　隔月で健康生活週間を設定し、「早寝、早起き、朝ご飯」を推進し
　た。

3

No.2

(3) 保健・安全教育を推進する。
・性に関する教育（年３回）
・健康生活週間の計画的な実施
・薬物乱用防止教室の実施（年１回）
・う歯の治療率向上（目標６０％）
・避難訓練の実施（年５回：学校行事３回）
・全学年での交通安全指導の実施（１学期）
・安全点検の実施（毎月）

　年間指導計画に
沿って、性教育や薬
物乱用防止教室、安
全点検を実施し、日
常的な保健・安全指
導に努める。 3

○　保健室の資料を用いて、性教育の指導の充実を図っている。
●　う歯保有者は、全児童の約３０％であり、その保有者のう歯治療率
　は、１月１５日現在５５％である。今後も継続して治療勧告を行っていく。
○　避難訓練として避難経路確認（５月）、風水害（６月）、不審者対策（１
　０月）、火災（１１月）を実施した。地震・津波想定の訓練を２月に実施予
　定。
○　外部講師を招聘し、交通安全指導を実施した。
○　定期的な安全点検を計画通り実施した。

4 特別支援教育の充実を図る。

(1) ・通常学級との交流や居住地校交流の推進
・特別支援教育の研修の充実
・ことばの教室の充実（川南町地区・都農町地区）
・幼保小連携と小中連携の推進、就学前の幼児理
解と関係機関との連携・充実
　

　児童一人一人の教
育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限
に伸ばすための教育
を推進する。

3

○　通常学級との交流については、年度当初に交流担当者会を行った
　り、日々の連絡調整を行ったりすることで、意図的・計画的に交流学習
　を進めることができた。
○　居住地校交流を、２学期より実施している。
○　昨年度の６年担任を講師役として、研修を実施した。内容としては、
　特別な配慮を必要とする児童が多い学年を受けもった際に、どのよう
　な指導方針の下、より具体的な手立てをどう行ったを振り返りながら
　有効な手立てを検証した。
○　夏季休業中に幼稚園・保育園を訪問し、年長児の観察を行うと共
　に、研修会を通して密な連携を図った。また、町ネットワーク会議で
　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、

3

　情報交換を行った。１月１９，２０日に次年度入学予定児童を招待し、
　１年生とのふれあい交流会を実施した。

Ⅲ

２ キャリア教育の推進を図る。
・キャリア教育に係る諸活動の実践と年間指導計画
の見直し（全学年での体験学習の実施）

　キャリア教育年間指導計
画に沿って、授業を実践す
る。
　体験的な学習と各教科・
道徳・特別活動等との関連
を図り、基礎的・汎用的能
力の育成に努める。

3

○　キャリア教育年間指導計画に沿った授業等を実施した。
※　次年度、川小ハローワーク週間を設け、各学年で外部講師を
　招いた講話を聞く時間を実施していく。

Ⅳ

3.5

○　川南湿原（６年）や遊学の森（３年）を実際に見学したり、外部講師に
　よる川南町（東児湯）にまつわる神話や伝承の話を聞いたりすることに
　より、川南町に対する理解を深め郷土を愛する心が育つよう取り組んで
　いる。
○　学校環境緑化優秀賞県知事表彰　受賞（１０月）

○　道徳の指導について校内研修を行っており、６月・１１月に３つの学
　年部に分かれて授業研究会を実施した。２月にも授業研究会を実施
　予定。
○　校内研修に指導主事を招聘し、研究が充実した。
○　特に優れた学級経営及び授業実践を行っている教諭を教師役として
　研修を実施した。（ＯＪＴの推進）
○　１人１研究授業の実施は、２学期より全ての教師が実施し、お互いに
　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研

4

１ 教職員の資質向上に努める。
・授業研究を核とした校内外の研修、ＯＪＴの推進
・学年部での授業の構築（1人１授業、相互参観授
業の
　実施）
・服務規律の徹底（年３回以上のコンプライアンス
研修）

　研究授業や提案授業
など授業力向上を図る
研修を実施し、校外研
修への積極的な参加促
進に努める。
　校内研修の充実を通
して、教職員の資質及
びコンプライアンス意識

3
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１ ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推
進する。
・ふるさと学習の実施（秋季大運動会での川小音
頭）
・町歌斉唱（儀式的行事等）

　学校行事（入学式・
卒業式・運動会等）で
町歌を斉唱する。
　運動会において、全
校児童で川小音頭に
取り組み、郷土愛を育
む。

２ 安全教育の徹底に努める。
・危機管理マニュアルの見直しと職員研修の充実
・校内外の安全点検と防災教育の充実

　安全点検や学校行
事（交通安全指導・避
難訓練等）の計画的
な実施により、日々の
防災意識と危機管理
能力の向上を図る。

3

○　年度当初に危機管理マニュアルを見直した。
○　危機管理研修会として、消防署員を講師としての心肺蘇生法
　の実技研修を実施した。

3

　授業を見合うことで、指導方法や指導技術など「指導力」が高まるよう研
　鑽に努めている。
○　コンプライアンス研修を学期１回実施し、服務規律遵守の意識を更に
　高めている。

研修） びコンプライアンス意識
の向上を図る。
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